
基準値 目標値 達成

１２年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ３２年度

25 38 39 38 38 38 46

- - - 42 -

基準 目標 達成

１２年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ３２年度

10 15 15 15 16 16 17

- - - 15 -

基準 目標 達成

１２年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ３２年度

56 19 17 18 16 15 17

- - - 23 -

施策の分析

（各行政機関共通区分）

（判断根拠）

資源生産性については、平成22年度以降横ばい傾向にあり、目標値の達成に
向けた状況は厳しくなっている。一方、循環利用率は近年横ばいとなってきて
いるが、目標を達成する見込みである。廃棄物最終処分量は目標値を超過達
成している。（なお、25年度の目標値は第二次循環型社会形成推進基本計画
時点の数値。）

目標達成度合いの
測定結果

モニタリング評価のため、記載の必要なし。

モニタリング評価のため、記載の必要なし。

次期目標等への
反映の方向性

測定指標

資源生産性（ＧＤＰ÷天然
資源

投入量）（万円/トン）

年度ごとの目標値

循環利用率（循環利用量
÷総物質投入量）（％）

施策の進捗状況（実績）

○

年度ごとの目標

年度ごとの目標

廃棄物最終処分量（百万ト
ン）

施策の進捗状況（実績）

合計（a＋b＋c） 891 737 （※記入は任意）

執行額（百万円）

学識経験を有する者の知
見の活用

・第三次循環型社会形成推進基本計画中の指標の改善状況について検討するＷＧを設置し、指標・目標
の達成状況とその要因分析を行った。
・基本計画に記載された施策については、２Ｒ（リデュース（廃棄物等の発生抑制）及びリユース（再使用））
に関する意見交換会や、地域循環圏形成推進のための研修を開催し、専門家の知見を伺った。
・上記の取組を含めた循環型社会形成施策全体について、中央環境審議会循環型社会部会において有識
者の審議を踏まえて点検・評価報告書を作成した。

目標達成

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

インフラ輸出戦略（平成26年度改訂版）(平成26年6月3日)
　第２章４．（４）　２ポツ目　ｐ24
　第３章　１ 国別取組　７ポツ目　ｐ30
　第３章　４　大洋州　現在の取組状況　１ポツ目　ｐ34

補正予算（b） - - - -

政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報

第三次循環型社会形成推進基本計画の進捗状況の第３回点検結果について（平成29年５月中央環境審
議会）

評
価
結
果

実績値

△

26年度 27年度 28年度 29年度

779 719 （※記入は任意）

○

予算の
状況
（百万
円）

当初予算（a） 891 738 652 634

繰越し等（c） - - （※記入は任意）

達成すべき目標
循環型社会形成推進基本計画に基づき定められた、資源生産性の向上、循環利用率の向上、廃棄物最
終処分量の削減等の目標を達成するとともに、３Ｒイニシアティブに基づき国際的に３Ｒを推進することによ
り、循環型社会の形成を目指す。

施策の予算額・執行額等

平成２８年度実施施策に係る政策評価書
（環境省２８－⑬）

施策名 目標４－１　国内及び国際的な循環型社会の構築

施策の概要
循環型社会形成推進基本計画等を着実に実行して国内における循環型社会の構築を図るとともに、３Ｒイ
ニシアティブに基づいて国際的な循環型社会構築を図る。

区分

別紙２



担当部局名
環境再生・資源循
環局総務課循環型
社会推進室

　作成責任者名
　 （※記入は任意）

循環型社会
推進室長

政策評価実施時期 平成29年8月


